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   栃木市都賀総合支所地域まちづくり課 



別記様式 

会 議 録 

会議の名称 平成２７年度第４回 都賀地域会議 

開催日時 平成２７年７月２２日（水） １９時００分 開会  ２１時１９分 閉会 

開催場所 都賀総合支所２階大会議室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

会 長 

事務局 

 

会 長 

委 員 

会 長 

 

会 長 

 

全委員 

会 長 

 

 

 

 

会 長 

事務局 

 

会 長 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

①栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について 

〈説明〉 

事務局に対し、説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

〈意見〉 

委員に対して、意見を求める。 

山本委員を推薦する。 

他に意見がないので、意見を打ち切ることを宣言する。 

〈採決〉 

山本委員を栃木市子ども・子育て会議委員に推薦すると決することについ

て、異議の有無を確認する。 

異議なしの声あり。 

異議がないと認め、山本委員を栃木市子ども・子育て会議委員に推薦すると

決することを宣言する。 

 

②「知事と語ろう！栃木元気フォーラム」の開催について 

〈説明〉 

事務局に対し、説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

〈意見〉 

委員に対して、意見を求める。 



委 員 

会 長 

 

会 長 

 

全委員 

会 長 

 

 

 

 

会 長 

事務局 

会 長 

委 員 

 

会 長 

委 員 

 

会 長 

 

会 長 

 

全委員 

会 長 

 

 

 

 

会 長 

担当課 

 

会 長 

委 員 

担当課 

委 員 

 

担当課 

 

 

 

会長、副会長を推薦する。 

他に意見がないので、意見を打ち切ることを宣言する。 

〈採決〉 

会長、副会長を「知事と語ろう！栃木元気フォーラム」の出席者に推薦する

と決することについて、異議の有無を確認する。 

異議なしの声あり。 

異議がないと認め、会長、副会長を「知事と語ろう！栃木元気フォーラム」

の出席者に推薦すると決することを宣言する。 

 

③つがの里“秋の新そばまつり”後援の承認について 

〈説明〉 

事務局に対し、説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

田島委員に対し、説明を求める。 

つがの里“秋の新そばまつり”について説明する。 

〈意見〉 

委員に対して、意見を求める。 

ゆるキャラのとちまる、とち介を呼ぶと子ども達が集まり集客につながると

思う。 

他に意見がないので、意見を打ち切ることを宣言する。 

〈採決〉 

つがの里“秋の新そばまつり”の後援を承認すると決することについて、異

議の有無を確認する。 

異議なしの声あり。 

異議がないと認め、つがの里“秋の新そばまつり”の後援を承認すると決す

ることを宣言する。 

 

④ まるまるまるごとつがまつりの開催について 

〈説明〉 

担当課に対し、説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

〈質問〉 

委員に対し、質問を求める。 

実行委員会に社会福祉協議会は入らないのか。 

社会福祉協議会については、企画運営委員に入っていただく予定である。 

まるまるまるごとつがまつりの名前の由来から、実行委員会に福祉分野の団

体が入るべきではないか。 

まるまるまるごとつがまつりを「地域」「農業」「商業」のお祭りとして考え、

その「地域」の中には、各種団体から選出された都賀地域会議が実行委員に

なっていることから、福祉、教育分野からも実行委員が選出されているとご

理解いただきたい。 



委 員 

担当課 

 

委 員 

 

担当課 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

事務局 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

会 長 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

委 員 

 

担当課 

 

委 員 

事務局 

 

委 員 

 

去年参加した団体にも企画運営委員についての通知がくるのか。 

そのとおりである。まるまるごとつがまつり事務局から企画運営委員につい

てお声掛けをして、企画・運営に携わっていただく。 

昨年度のまるまるまるごとつがまつりの収支決算書の中で、報償費としては

どのようなところに支出したのか。 

都賀町建設業協同組合、地域女性会、都賀地域自治会連合会、民生委員児童

委員協議会への協力謝礼金。イベントの出演者謝礼金。おはやし、よさこい

等の郷土芸能への出演謝礼金等である。 

次回の地域会議会議とまるまるまるごとつがまつり実行委員会全体会議が

同じ日であるがどのように行うのか。 

8 月 11 日は地域会議終了後、まるまるまるごとつがまつり実行委員会全体

会議を行う。 

企画運営委員は、まちづくり実働組織と同じと考えてよいのか。 

企画運営委員は、まるまるまるごとつがまつりを目的とした団体であり、ま

ちづくり実働組織とは別である。まちづくり実働組織は、地域住民が主体と

なって地域の課題解決等の活動に取り組むためつくられる団体である。今回

の企画運営委員のような活動がまちづくり実働組織設立につながることを

望んでいる。 

他に質問がないので、質問を打ち切ることを宣言する。 

 

⑤ 予算提案制度予定事業について 

〈説明〉 

担当課に対し、説明を求める。 

以下の事項について資料に基づいて説明する。 

・つがの里ファミリーパークプラザ遊具等購入事業について 

・つがの里花いっぱい事業について 

・つがの里案内看板整備事業について 

・つがの里子育て支援事業について 

・学童保育支援事業について 

・あいあいプラザ世代間交流支援事業について 

〈質問〉 

委員に対し、質問を求める。 

つがの里花いっぱい事業について、誰が主体的にこの事業を行うか決まって

いるのか。 

地域会議の予算提案制度であるので、どこが主体的に事業を行うかも含め

て、どのように実施していくか考えていただきたい。 

地域予算提案制度について、毎年同じ予算限度額が与えられるのか。 

地域予算提案限度額については、均等割額＋人口割額で決定する。都賀地域

の人口に大きな変動がない限り提案限度額も大きく変わることはない。 

学童保育支援事業について、現在、都賀地域の各学童保育施設の児童数はど

のくらいか。 



担当課 

 

委 員 

 

 

担当課 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

会 長 

 

会 長 

委 員 

 

委 員 

委 員 

 

 

会 長 

 

会 長 

 

 

 

都賀地域の各学童保育施設の児童数について、合戦場では 60 人強程度、家

中では 30 人強程度、赤津では 30 名弱程度である。 

あいあいプラザ世代間交流支援事業について、あいあいプラザは駐車場が少

ないため、イベントを行うときは駐車場所を確保しないと人が来ても入れな

いのではないか。 

そのとおりである。駐車場は十数台しか置けないのが現状。イベント開催時

には近くの小学校に駐車スペースを設ける等対策が必要になる。 

つがの里花いっぱい事業のような長期的事業を提案した場合、次年度もその

長期的事業を提案しなければならないのか。そうであるならば次年度からの

提案限度額が制限されてしまうのではないか。 

長期的事業を今回提案した場合、次年度からもその長期的事業を提案しなけ

ればならないということではない。 

今回、関係課から課題に対する提案が提示されたが、これをもとに地域会議

でどのような事業を提案するか決めるということでよろしいか。 

そのとおりである。また、地域会議で提案したものが必ず市の予算に反映さ

れるわけではないことも承知いただきたい。 

ここで提案した事業を実施するためのまちづくり実働組織を立ち上げる必

要があるのか。 

地域予算提案制度の提案事業のためにまちづくり実働組織を立ち上げなけ

ればならないということではない。また、まちづくり実働組織については、

地域住民が主体的に組織するものであるため、簡単に組織されるものではな

いが、地域会議委員の皆様にはそのきっかけづくりにもご協力いただきた

い。 

もし、提案した事業が市の予算に反映されなかった場合は、今年度の地域予

算を次年度に繰り越すことは可能なのか。 

次年度に繰り越すことはできない。 

他に質問がないので、質問を打ち切ることを宣言する。 

〈意見〉 

委員に対し、意見を求める。 

つがの里案内看板整備事業について、予算内であればあと一つ看板設置数を

増やすことが可能ではないかと思われる。 

つがの里の園内だけではなく、園外にも分かりやすい看板があればよい。 

まちづくり実働組織について、今後地域会議委員が各分野でまちづくり実働

組織の一員になることが可能であれば、その点も含めて地域会議の予算提案

事業を考えてもよいのではないかと思われる。 

他に意見がないので、意見を打ち切ることを宣言する。 

〈採決〉 

都賀地域会議の予算提案事業について、以下の事業を提案すると決すること

について、異議の有無を確認する。 

・つがの里ファミリーパークプラザ遊具等購入事業について 

・つがの里花いっぱい事業について 



 

 

 

 

全委員 

会 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

・つがの里案内看板整備事業について 

・つがの里子育て支援事業について 

・学童保育支援事業について 

・あいあいプラザ世代間交流支援事業について 

異議なしの声あり。 

異議がないと認め、都賀地域会議の予算提案事業について、以上の事業を提

案すると決することを宣言する。 

４ その他 

①地方都市リノベーション事業について 

〈説明〉 

資料に基づいて説明する。 

②会議録の確認について 

〈説明〉 

資料に基づいて説明する。 

③平成２７年度第５回都賀地域会議について 

〈説明〉 

資料に基づいて説明する。 

 

以上で本日の会議は全て終了する。 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後９時１９分） 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

出席者（委員） 

会 長 三室 一男         副会長 山田 加代子 

委 員 松島 功          委 員 川津 美知子 

委 員 若林 富雄         委 員 大塚 礼子 

委 員 山本 文彦         委 員 辻原 正信 

委 員 鈴木 信雄         委 員 落合 正 

委 員 飯嶋 かおる        委 員 鈴木 君子 

委 員 田島 富美子        委 員 中田 和子 

委 員 渡邉 政徳 

 

欠席者（委員） 

 な し 

 

事務局 

青木 康弘  （都賀総合支所長） 

田嶋 亘   （都賀総合支所地域まちづくり課課長） 

岩崎 和隆  （都賀総合支所地域まちづくり課係長） 

舘野 律子  （都賀総合支所地域まちづくり課主査） 

阿部 正暉  （都賀総合支所地域まちづくり課主事） 

 

その他出席者（担当課） 

稲葉 功子  （都賀総合支所健康福祉課課長） 

早乙女 正美 （都賀総合支所産業振興課課長） 

川津 真一  （都賀総合支所産業振興課副主幹） 

坂田 知司  （都賀総合支所都市建設課課長） 

 

 



別紙２ 会議事項 

 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

① 栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について 

② 「知事と語ろう！栃木元気フォーラム」の開催について 

③ つがの里“秋のそばまつり”後援の承認について 

④ まるまるまるごとつがまつりの開催について 

⑤ 予算提案制度予定事業について 

４ その他 

① 地方都市リノベーション事業について 

② 会議録の確認について 

③ 平成２７年度第４回都賀地域会議について 

５ 閉 会 

 

配付資料一覧 

平成２７年度第４回都賀地域会議会議次第 

栃木市子ども・子育て会議委員の推薦について 

「知事と語ろう！とちぎ元気フォーラム」の開催について  

つがの里“秋の新そばまつり”後援の承認について  

まるまるまるごとつがまつり実行委員会  

都賀地域会議 予算提案制度予定事業一覧表  

地方都市リノベーション事業について 

平成２７年度第３回都賀地域会議録 


